
北 嶺
学校教育目標

〔向上〕自らめあてをもち，粘り強く学習する生徒

〔協調〕豊かな心をもち，みんなのために尽くす生徒

〔健康〕健康や安全につとめ，進んで運動する生徒
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５月１４日（水）から２泊３日の行程で、東北地方

へ赴きました。コロナ禍開けの昨年度から東北地方へ

の修学旅行が復活し、今年は２年目ということになり

ます。幸いにも３日間天候に恵まれ、気温も快適な

中旅行を行えました。

１日目は仙台自主研修があり、事前作成の計画に

沿って各班が研修を行いました。本校の修学旅行の

特色として、東日本大震災の震災学習があり、今年

は仙台市の荒浜地区のせんだい３．１１メモリアル交流

館にて震災時の様子や復興に向けての歩みを、館員

の方から説明を受けました。事前学習として、今年３

月に北中学校で地域コーディネーターの斎藤さんを

お招きして防災学習を行っていました。その学習での

災害に対する備え、そして今回の仙台市での震災学

習で、災害・防災に対しての知識が更に深まったこと

と思います。

２日目は見学旅行が中心で、午前中に岩手県入

りをし、景勝地猊鼻渓舟下りを、昼食を中尊寺レスト

ハウスでとり、その後中尊寺見学、盛岡市に入り盛岡

手作り村にて体験学習を行いました。

中尊寺では世界遺産ということもあり、本堂や各種

お堂に興

味 を 持

ち、説明

文をじっく

りと読み、

友人とお

守りやお

みくじを引

くなど、

「学び修める」修学旅行
有意義な時間を過ごしていました。

３日目は午前中に秋田県入りをし、小坂町の小坂

康楽館で演劇鑑賞をし、躍動感あふれるステージに魅

入っている生徒が多数見られました。その後昼食をはさ

み新青森駅で小一時間ほど自由行動をとり、一路帰

函しました。

宿泊施設は２日間とも温泉旅館に宿泊しました。１

日目は仙台秋保温泉、２日目は盛岡つなぎ温泉にそ

れぞれ

宿泊 し

ました。

１ 日 目

は大浴

場の利

用の仕

方が芳

しくなく、

注意される場面がありましたが、２日目には一人一人

が気をつけて行動することができました。就寝時間は概

ね２日間とも守ることができ、睡眠時間は十分取れまし

た。そのおかげか、大きく体調を崩す生徒もなく、無事

３日間の旅程を終えることができました。

修学旅行は「学び修める」旅行です。家族旅行や

個人旅行とは異なり、集団で行動することで必要になる

ルールを守ることや、他人への思いやり、ＴＰＯを考え

た行動など、ここでしか学べないことも多いものです。道

中、静かに人の話を聞く、先を読んで行動するなど、成

長する部分も多々見られました。この経験を今後の学

校生活にどう応用して適用させていくかが問われます。

心身ともに成長した修学旅行での経験を、更なる自

分の向上につなげていってほしいと思います。なお、修

学旅行の詳しい様子は北中ＨＰのブログで掲載してお

りますので、そちらも合わせてご覧下さい。



２日（月） １ｈ：体育大会反省

教育相談１日目

３日（火） 体育大会予備日 専門委員会

中体連陸上・中体連水泳大会壮

行式（お昼の放送）

４日（水） 教育相談２日目 ※部活動中止

ＰＴＡ花壇整備

５日（木） 教育相談３日目

６日（金） 教育相談４日目 ＡＬＴ来校

７日（土） 中体連陸上大会

８日（日） 開校記念日

９日（月） 教育相談５日目

１１日（水） 部活動中止

１３日（金） ＡＬＴ来校

１７日（火） ３年生 3･4 ｈ：性と生の学習会

ＡＬＴ来校

１８日（水） 部活動中止 職員会議

中体連水泳大会

２０日（金） ５ｈ：授業参観 学級懇談会

２１日（土） 吹奏楽祭（市民会館）

２５日（水） 部活動中止

２７日（金） ６ｈ：中体連壮行式

副教材１回目引き落し日

２８日（土） 中体連剣道大会

３０日（月） 中体連総合大会１日目

６月の行事予定

６月８日 （日 ） は開校記念日です

○5月9日に行われた生徒総会において、個人情

報保護等の観点において検討した結果、今年度よ

り生徒会誌北峰を発行しないことになりました。

５月１２日、３・４時間目に音楽室にて１年生を対

象としたふるさと・キャリア学習の一環である講話会を、

北海道教育大学函館校の奥平理先生をお招きして

行いました。

ふるさと・

キャリア学習

は １年生の

総合的な学

習の大部分

を占める学

習で、今回の講話を聞いて、函館の地勢や歴史・産

業や分野を概観し、そこから自分でさらに追究したい

テーマを設定して、学習を深めていくことになります。

講話の中で、函館の陸繋砂州（トンボロ）の特徴あ

る地形や、函館市の主要データから見る現状から始

まり、過疎化が予想以上に進行していることや基幹産

業は何なのか、現在に至るまでの函館の歴史など、

多角的な視点での函館を学ぶよい機会になりました。

１年生は、今後、これらの学習を踏まえて７月に校

外学習に赴きます。自ら課題を設定し、自ら追究す

る、探究型の総合的な学習をこれからも楽しく興味を

もって進めていきましょう！

ふるさと・キャリア学習

北中学校 HPの QRコードです。→→

学校生活の様子や各種お便り等を掲載中！

函館市立北中学校
函館市山の手 3丁目 58-1

TEL 0138-56-0553 FAX 0138-56-0580

５月３０日（金）に行われる体育大会に向け、学年

練習や縦割りの学年を超えた練習が連日盛んに行わ

れています。今年度から競技内容・日程を見直し、

９：００から１２：１０終了予定となっております。学年種目

は北中学校の伝統種目である「長縄跳び」に加え、今

年から新種目が登場します。また、１年生から３年生まで

をＡ組とＢ組でわけてチームを編成する縦割り種目。今

年は「綱引き」「リレー」に加え、「タワー」を新種目として

取 り入れま し

た。ブログでも

随時練習風景

をお伝えしてい

きますので、ご

覧下さい。

体育大会に向けて

来月６月８日（日）は北中学校の開校記念日で

す。本通中学校と湯川中学校の生徒が増加したことを

受け、昭和５７年４月１日に開校した北中学校。当時

は学級数１１、生徒数４２７名でスタートしました。

その後生徒数は増加し、昭和６２年当時は学級数

が２０、生徒数は８１５名を数えました。学級数が２０級

ですから、生徒数の多い学年は１学年Ａ組からＧ組まで

あったということです。

そのような時期を経て現在まで、６８００名近くの生

徒が北中学校を巣立っていきました。脈々と流れる良き

伝統を受け継いで今の北中学校があるということに誇り

を持ち、６月８日を有意義に過ごしてほしいと思います。


